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1研 究対象と課題
本稿は,東南アジアにおける味の素株式会社(そ の製品名 「味の素」 と区別
するため,以 下,味 の素社 とする。)の国際マーケティングを扱 った論文であ
る。味 の素社 は,主 力 製品であ るうまみ調味料(MSGと もい う。monQ
sodiumglutamateの略である。グルタミン酸 ソーダともいう。元来 「味の素」
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が現地適応化である。また,マ ルチ ドメスティックマーケティングとは,製 品









地適応化型マルチ ドメスティックマーケティングを研究 して きたのであ り,





特に大 きな問題はないといえよう。また,ア ジアは大都市化が進んでお り,マ
ルチ ドメスティックマーケティングをあえて研究する意義はあるのか という問





に東南 アジアのMSG事 業については,都 市か ら農村に至るすみずみまで,
加工用のみならぬ末端消費者に対する小売までへの幅広いビジネスを行ってい
東南アジアにおけるマルチドメスティックマーケティングの分析視角(試論)(205)25
ることと無関係で はない と思われ る。 これは,都 市 を資本主義の飛び地 と規定
し,そ れ を非資本主義的伝統的農村 と対置させ る標準化の利益 を強調す る自動
車,家 電,コ ンピュー タ産業の大都市 グローバルマーケテ ィングと対置 され る
べ きものであろ う。味 の素社 のケー スの場合は.経 済成長 を続 ける地域 におい
てMSGに 続 く商 品の ラ インア ップ(「アジシオ」 「ク ック ドゥ」 な ど)が 日
本本 国ですでに事 業展 開されていたため に,味 の素社全体 に与える利益貢献 は
大 きか った もの と思われ る、,以下,味 の素社 をケース とした東南 ア ジアにおけ
るマルチ ドメステ ィックマー ケテ ィングの分析視角 として,第H節 で は華僑 の
ネ ットワークにおける前期商人的性 格を,第 皿節では気 候区マーケテ ィングの















1)「 先行条件期 または離陸初期にあ る現在の低開発 国の大部分は,工 業成長の基盤 として必要な
3つの非工業都門 を建設 し近代化す ることに.彼 らの資源 の多 くを配分 しな ければな らない。/
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出法と発酵法が存在 し,抽出法から発酵法へ と変化す ることで,MSG事 業は,
原料や副産物問題から解放されてフットルース化(ど こに立地 してもコス トが
変わ らない状態)が 可能となったことも大きい鋤。副産物問題か ら解放されて,
MSG事業は装置産業 となったのであり,「味の素」ブランドがASEAN諸国
においても浸透 していたことで.現地生産は比較的容易になった。それぞれの
国 ごとに見 てみ る とタイ工場は,1960年に,イ ン ドネシア工場 は,1969年に,
＼社 会的間接資本、農業,そ して 自然資源開発の改 良に基づいた外国為替稼得部 門がその3つ で あ
る、そのうえ,彼 らは,近 代技術の応用が(そ れ に需要 の高所得弾力性および高価格弾力性 が結
びついて)高 率の利潤再投資を伴 った急速 な成長率 を可能 とする ような,近 代的加工 業ない しは
製造業 の領域の発見 に着手 しなげればならない。」W,W.Rostow,7ん激曙附 ゲ 段・'～o・1'1`(y'ηtこρ庶
TheCambridgeUniversltyPre隙1960.(木村健康 ・久保 まちこ ・村 上泰亮訳 『経 済成長の諸段
階』 ダイヤモ ン ド杜,1961年,187ページ)・「輸 人代替工業 化政策で。一般 に採 られ る手法 は,
保護育成の対 象であ る産業 に対 し.そ の製品の輸 入を制限 して国内価格を引 き上げる と同時 に.
当該産業 ない し企業 に限 って資本財な どの輸 入につ き外貨 を割当て,過 大為替 レー ト下で の輸 入
利益を享受させるので ある。 この政策で犠牲 となるのは,高 い製品 を買わ され る消費者だけでな
く,保 護対象外 の産業 なか んず く輸出産業である,過 大 な為替 レー トは輸入品だけではな く.輸
出品の国内を も引 き下げて しまうか らその打 撃は大 きい,、しか も,こ れ らの産業 には外貨は割 り
当て られないか ら,過大為替 レー トの利益は受 け られず,資 本財や中 問財 として保護 された高い
国内製品を利用せざるを得 な くなる、」 速水佑次郎 『開発経済学』 創文仕,1991年,230ペー ジ.
2)「開発 途lr国の保護主義的工業化において,保 護の対象 となった のが国内企 業家ではな くて先
進国民間企業であ った というのは何 とも皮肉ではあるが,工 業化 を望 む以上,こ れに代わ る方法
がなか った とい うの も,他面 の厳 たる事実であ る。外国民問企業が用 いるのは,当 然の ことなが
ら本国親企業の技術 もしくは技術体系の一分肢であ り,こ れは多分に労働節約的た らざ るをえな
い。開発途上国の採用 した一連 の保護政策が、外国民聞企業のそ うした技術選択 を助長 とい うの
も、再び皮肉な事実であ る.東南 ア ジア諸国の工業化パ ター ンは,輸 入代替型か ら輸出志向型 に
変化 しつつあ り,そ の結実が近年 におけるこれ ら諸国工業製品の輸出拡大で ある、 しか し輸出拡
大 の主体 もまた外資系企業であ り.そ の輸IIl活動 に対 しては,実 は輸 入代 替の時代 とさ して変わ
らぬ手厚 い保 護政策が用い られて もい る。」渡辺利夫編 『ア ジア諸 国経 済発展の機構 と構造』 ア
ジア経 済研 究所,1985年,23-24ベー ジ。「『東 アジアの奇跡』 は、輸 出信 用な どに よって 支えら
れた輸出振興戦略(exporトpu曲縦ategy)の採 用が,資 源浪費的 な レン ト ・シーキ ング活動 を
防いで きた と論 じてい る。本質的には.政 府介入 の際 に利用 され うる補助金は,示 された実績 に
よ ・,て勝 者を決定す るとい うコンテ ス ト・メカニズムを通 じて配分された とされ る。輸 出市場 が
競 争的で あるために,そ う した補助 金は効率的 な企業 に配分 され ることにな り,効率 の促進 に一
役買 った.」青木 昌彦 ・金澄基 ・奥野 正寛編 『東 アジアの経 済発展 と政府 の役割』 臼本経 済新 聞
杜,1997年,15ベージ.
3)詳 しくは.太 田真治 「味の素 の国際 マー ケティング 食文化 とのかか才)りにおいて」 『経 済論
叢』第158巻第3号,1996年9月,
4)化 学調味 料は.1946年輸出用 に限定 して生産が開始 され,よ うや く1950年に入 り国内販 売が開
始され,そ の生産量は僅かに2万475]トンであった、1956年には糖か らの直接発酵法が発明され
急速に生産が伸びた。
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フ ィリピ ン工場 は,1958年に,マ レー シア工場 は、1961年に設 立された。原料





マーケテ ィングか ら現地生産 によるマ ルチ ドメステ ィックマーケティ ングにな
るとマーケテ ィングの性格が変化する。近代的工場が生産を開始すると,与 え
られた設備能力に従って大量の製品が継続的に市場に供給される。販売過程が
これを継続的に売 り尽 くすのではない限 り,効率的な操業を維持することはで
きない。つま り,輸 出マーケテ ィングの ように外国市場 を国内市場 のよ うにみ
て工場の生産調整を行うことができず,生 産過程 と販売過程が運命共同体のよ
うになるのである。日木国内においても寡占メーカーによる流通系列化 という
形で顕在化 したのであって,産 業資本は商業資本を取 り込んで垂直的マーケ
テ ィングシステム(VMS)を 構築 した。 ところが,東 南 ア ジアの場合,商 業
資本が産業資本に転化 しづらい体質であるために,そのや り方が通じないので
ある5)。このような商業資本は一般に前期的商人と呼ばれている⑳。前期的商人
5)も ちろん産業 資本に転化 した商業資本 も多 く存在 した。「近代 的工業は近代的な銀行業や商業
ビジネスの発展 して ぎたのであるが.そ れは多 くの点で先行者たち と異な った企業家的実業 家 と
いう新 しい種類の人 々の人 々を作 り出 した 、ほとんどの場合彼 らは中国系ではあるが,彼 らは タ
イ社会の発展 に長期的 に関 り近代的経営 方法 を採用 してい る点で,伝 統的な中国人 とは異 なって
いる。 この段階で はほ とん どの事業は家族所 有か家族支配であ るが.専 門的な経 営者 として非血
縁者 を排除 しな くなってい る。全体 として実業家 の公 のイメー ジは所有者二経 営者型か専 門型で
あ り,過去 に比べ ると非常に好ま しい もの となっている、彼 らは彼 らの役割が国の発展 に欠かせ
ない存在 として存在 として認識 され るに したが って,高 い地位 を確立 しつつあるのであ る、」 プ
ラサー ト・ヤムク リンフング 『発展の岐路に立 つ タイ」国際書院,1992年,28ベージ。
6)「前期的商業資本 は,使 用価値 の生産 を基調 とす る社会的生産の 「共同体」 的編 成,逆 言す る
と商品生産 の未発展 ない し発展度の低位性 を固有の基盤 と して,諸 商品の量的な交換比例の偶 然
性 ・恣意性 を利用 しつつ,文 字通 り不等価交換 を通 じて,単 なる購買価格 と販売価格の差額では
な く,同一一生産物の市場価格 の差額 を、 「利潤」 として詐取す るところの独 自な 「資本 」種類 で
ある,と い うことがで きる、」岡田与好 「前期的資本の歴史的性格」(大塚久雄他編 『西洋経済史
講座i』 岩波書店.1960年)370ページ。「前期 的商業資本は,生 産者 に対立 し・労働過程を通
じてではな く流通過程 を通 じてであ るが,生 産者を自己に従属 させ,彼 らを搾取す るのであ っ/
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の 目には,合 弁工場の設立は,商 品の供給源 を輸入か ら国内工場 に置 き換 える
だけの ものにす ぎない。需要があれば工場 の製品 を売 る し、別に有利 な供給先
が現れれば仕 入れ をそれ に乗1)換えるのが 当然であ る。買い手が来なけれ ば仕
入れをや め,売 れ なければ工場 の操業 を止め るほかはない。前期 的商 人資 本で
あ るため,産 業資本 とは真 のバー トナーにはな り得ない。近代的工業 は,前 期
的商業 とは異 な り,商 品の仕入れ と販売 との間 に生産が加わ り,そ の生 産に こ
れ までの商取 引では考 えられ ない巨額で長期的 な資金が1必要で,商 品を売 りき
るための流通 が必 要とされ る。 ここにおいて.小 回 り,早 期回収,危 険回避 と
い う前期的商人の特徴 は,経 済の近代化 においてネ ックとなるのであ る。 これ
までの研 究において,東 南 アジアにおいて,商 業資本 を形成 してい るのは華僑
で あ り,そ の前期商 人的性格 が産業資本 に とって製 品の潤滑 な普 及 を妨 げ る
ネ ック となってい る ことが明 らか になってい る～1。す なわ ち東南 アジアの華僑
は,現 地政府 と必 ず しもうま く折 り合 いがついている といえず,過 去において
は弾圧が しば しば存在 した とい うことであ り,弾 圧 の内容 は,現 地人優先の杜
会 システム,資 産没収,国 外退去,殺 害であ る。 このよ うな環境 において華僑
は,資 金 回転 の速い ビジネスを心が けていて,そ の取 引関係 は ドライなのであ
り,こ こでい う前期商人的性格 ともつ なが るのであ る。産業資本 は現地資本 と
合弁のケースが多いが.現 地側経営者 と対立 した ままで,日 本側経営者 のイニ
シアテ ィブによって需要掘 り起 こしの方策が講ぜ られた。宣伝広告 が重視 され,













品 を置 き,系 列店販売網 を組織 した,,現地経営 者による従来 の販売網 とは別 に,
合弁工業 自身に よる直接販売体制 を とる方式 も採用 されたので ある。 そ して こ
の小売店 への直接販売 こそがASEAN諸 国において最 も有効 なチ ャネル戦略
なのであ る。それでは以 下,メ ーカーの直販対象 となる消 費者 と直接接す る小
売 についての実態を見てい こう。 まず,ウ ェ ットマー ケ ットで ある市場(い ち
ば)に ついて見てい こう。市場 は,町 の中心部にあ り,歴 史的には 自給 自足で
は不足す る物 を物々交換 す る場所 として始 まった。 タイでは タラー ト,イ ン ド
ネシア,マ レー シアではパサー ル,フ ィリピンではマー ケ ットと呼ばれてい る。
今 日では.日 常生活 に必要な,あ りとあ らゆる ものを貨幣 と交換 で売 ってい る。
こうした市場 は.東 南 アジア至 る所 に存 在す る。 イン ドネシアで も辺境 とい っ
て もよい イリア ンジャヤ州で もパサール といわれ る露天市 場が存在す る。 イリ
アンジャヤ州 ワメナにおけ るパサ ールの記述が ある.、「生活 の中心 は,パ サー
ル(マ ーケ ット)で,空 港近 くにナヤ ヅク(今 日わ)と い う名の小 さなパサー
ルがある。パサ ールの真 中に主 として野菜な どを売 る広場風の小屋があ り,野
菜,果 物,干 し魚 などを売 ってい る.こ れを とり囲む よ うに,日 本の昔のやみ
市の ような小 さな店が ぐる りとあ る。 これ らに店 には 日用晶,雑 貨や菓子 など
を置いてある。朝早 くか ら、周囲の村む らか ら野菜 な どを特有のあみ袋 に入れ
た り頭にのせ た りして市場 に運ふ ダニ(筆 者注 ダニ族)達 の人達の姿が見 られ,
市場 はに ぎわ ってい る。・一… 日本 で は20円では新聞 も買 えないが,こ こで は
100RPが威張 って通 用す る。 ヤシの実 もここでは一つ50RPで あ る。数個売
ると終わ りになるよ うな商 いで ある。」81、、岩田[1962]は,「村 と村 との物資流
通 をはか る ものは第1に 商 人,な い し行 商人であ る。」 とし,ラ オス にお ける
パ ・タン村 の商 圏 と行商 ルー トを図(第2図)に ま とめてい る。 「パ ・タ ン村
の村人は乾季になる と相亙 に組 をつ くり,塩,布 地,雑 貨 をプ ・テ ン族 に背負
わせて山地へ入 りこむ 一…山地民族 の村 には市場がないが,ラ オ族 の村 には市
場がつ きものである、 しか し,常 識的 に考 えるように市場商業が店舗 によるそ


































































































注:A:塩 の販売圏B:行 商圏C:チ ャン村 ナ ィアン村の商圏Dlヴ ァンヴ ィア ンの商圏
●:ラ オ族の村 ■:メ オ族の村 ▲:プ テ ン族 の村 ○:ヤ オ族の村 一一 トゥーイー行の行
商経路
出所:岩 田慶治 「東南アジアにおげる居住様式 の地理学」『人文研究』第13巻第11号,1962年.47ページ。
れに先行す るか とい うと現状 は必ず しもそ うではない。……ヴ ァンビア ンの市
は きわ めて小規模 なもので毎朝6時 ごろ約1時 間だけ開かれ る。売手 も買手 も
村人のみで,売 手 は12,3人ぐらい,肉,野 菜その他 をな らべてい る,、郡役場
ちか くの広場が市場 となる、,……パ ・タン村の商店(非 農家)は,仕 立屋2,
食い ものや2,塩 を扱 う家7,雑 貨屋2,大 工1,で あ る。商店 としての店構
えを してい るのは6戸 。」'》。佐竹[19981は,フ ィリピンの公 設市場 の図(第
3図)を 示 している101ので掲示 してお きたい。 こう した ウェ ッ トマーケ ットは,














































教 会 バラヤン・ 母子センター
コマー シャル ・コンプレックス
(レストラン.スー パー ,宿屋〉
布 場の売場を町か ら借 り.魚 隠製品のみ を販売す る専門 ・
他 は市場商 人が他の食糧品 と一緒 に販売す る場合、
アルフ ァベ ット文字 は製品名。
市場 の面積 は約lha.常設店舗数 は400～500。
1989年3月時の図 、92年,建物が一部新築 され。配置が若十変化 した.
直販店 、
組織といえ,学問的にはバザールと呼ばれることもある。そもそも市場 とは,
村内のあきない→村の朝市→村の朝市 と店舗の併設→町の常設市場 と発展 した
形態であ り.国境線(塩 と米)や 海岸線(海 人と農民)や盆地(山 人と農民)
に存在する。公設の場合 と私設の場合があ り,店を出すには使用料を払 う必要
がある,,交換の対義語は権力 もしくは分配である。「自由な交易はなんといっ
ても近隣集団やあらゆる個人的な関係の外部において行われる。つまり市場は,

















フィリピンでは,サ リサ リス トア(雑貨店)と 呼ばれ,一 般的には,「農村で
みかける雑貨屋で通常高床式家屋の床下の部分を改造 して店舗を構え,そ の前
に竹または木でできたベンチ風の腰掛げが置かれる。販売される商品としては,
駄菓子類,小 さな野菜類(玉 ね ぎ,し ょうが,ト マ トなど),かん詰食品類
(いわ しのかん詰め,脱脂 ミルク,その他),飲物類(コ カコーラ,ペプシコー
ラなどの清涼飲料,ビ ール),タバコ類がみられる。」形態をとっている。こう
した変動を橋本[1987]は.「商業部門の労働市場 ダイナ ミックスの特徴は生
産者と販売者が ・致 した 「いちば」から生産者 と販売者が分離 した 「ショッピ
ング ・センター」への変化と言えよう。従来の 「いちば」では,農家が自分の
家で牛産した野菜を売ったり,家内工業の生産品を持ち寄っていたのに対 して,
新 しい 「ショッピング ・センター」では,生 産者 と分離 し小売業の専門化する
11)ゲ ル ト ・ハ ♪レダ ッハ,ユ,レ ゲ ン ・シ リ ン グ,石 井 和 彦 訳 『市 場 の 書』 同 文 館,1988年,8-7
ペ ー ジ。
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がゆ きわた ることにな り,① 物流 コス トの削減 ② 商品作物等 の別の製 品の
創造 ③ 交換の進展の3要素は相盆に関係 しあい,全 国統一価格は…般化 し
たのである。味の素社 もMSGの 売 り上げは,首都をは じめとする大都市の
売上比率が低下 していき,全 国的に均等に売れる状態になっていったのであ
る、
さて,小売店は,ウ ェットマーケ ットの周囲を囲むように存在 している場合,
道沿いに点々と存在している場合があり,華僑が中心であることと,生鮮品は
置かず,い わゆる包装消費財を中心に品揃えをしている点が大 きな特徴である
が,特 に前者 の場合 に小売が卸を兼ねることもある。 しか し,実態は,ボ
リュームデ ィスカウン トを利用 した横流しであ り,その点で 日本の卸売とは
まった く違 うのであ り,倉庫 と 「顔」で商売をしている。味の素=MSGを 大
きな袋で仕人れ,あ らかじめ用意した小分けの袋に小さな穴をあけて,中 身を
抜 き,他ブラン ド品や塩や砂糖やガラスの粉を注入し,勝手に小分けして販売
して利鞘を稼 ぐ一昔前に問題 となったリパック問題 もこの文脈か らおきている
といえる,、この卸売も先述の前期商人的性格のため,近代的マーケティングを
行 う上では,パ ー トナーとしては不十分である。メーカーは,売 りたい新製品
を末端にまで知れ渡らせるためには,新製品を中心に直接,小 売に情報を伝達,
売 り方の指導をし,販売が軌道に乗れば卸売に切 り替えていく工夫が求められ




ることは,マ ルチ ドメスティック業界では行いづ らい。なによりも地域に密着
したや り方で.製 品の効用を訴えながら地味に商売を行 うしかないといえるの
である。こうした味の素社の販売部隊の構成は以下の通 りである。、
ルー トセールスの人員数
タ イ 営業マンと連転手1人 づつ 計2人
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インドネシア 営業マン2人と連転手 計3人
フ イ リ ピ ン 営業マンと運転手1人づつ 営業助手 も 計2
マ レー シア 営業マンが運転手を兼ねる 計1人
人件費,ウ ェットマーケ ットの大きさなどが関係 している
(3)人
表 のよ うにチーム体制 を組み新規 開拓か らルー トセールスまで担 当させる,、
トラ ックに商品 を積み込み,商 品を現金 と引 き替 えて販売す る。運転手 は運搬
のほか 陳列 も手伝 う。チー ムが常駐する全 国数 カ所 の営業所の ほかに ス トック
ポイン トを置い て全土 をカバーす る。 ス トックポイ ン トの実態 は,人 家 みたい
なところに電話 を置い て,食 事 スペース.ト イ レ,机,を 置 く。事 務員は置か
ず,留 守電で用件 を聞 く。そ して巡回形態 は,1ア ウ トレ ット当た り1.5回/
月 コー ル,大 きい店 になる と4回 コール/月 行 う。 また,取 扱 い商品業種が明
確で はないウ ェ ットマーケ ットにおいては,「置 ける、1∫能性のあ る店 にはすべ
て置いて くれ」 とい う指示 を出 してい る。販 売形態 は,原 則 としてキャ ッシュ
セールスで,大 口の卸売 の場合 は先 日付 の小切手 のケース もある。都市部で小
売 として勢力 を広 げるスーパーマー ケ ッ ト.現 金問屋,CVS(コ ン ビニエ ン
スス トア),DS(デ ィス カウン トス トア)/ハ イパーマーケ ット/ス ーパーセ
ンター/シ ョッピングセ ンターな どの近代的流通ルー トにつ いてはク レジッ ト
販売 を行 って い る。それ ぞれの国の生産量 と一 人当た り消 費量,一 人当た り
GDP(2001年度)と コメン トは以下の通 りであ る。
味の素杜の重点エリアはタイとインドネシア
タ イ
イ ン ドネ シア












ている。「こうした信用払いは小売店にとって,収 入を得てか ら借 りを返せ,
都合が よい。生産者 として も代金回収まで時間がかかるが,小 売店が負担なく
販売で きるので,販 路の確保につながる。さらに,店が特定生産者の製品のみ


















的に連結され,相 互に連動する トータルな経済システムが味の素社 もその一員
12)橋本祐チ 「中問都市 チェンマイの構造 と変動」(古屋野正伍 陳 南 アジア都 市化の研究』 アカ
デ ミア出版会.1987年)151ペー ジ.
13)佐竹真 明,前 掲書,209ペー ジ,、,
34(214)第171巻 第3号









く見られる傾向があるが,そ の偏見をな くす意昧で も大きかった。「LDCでは.













14)高 井 眞 「経 済発 展 とマ ー ケ テ ィ ン グの進 化 」(角 松 正男 ・大 石芳 裕 『国際 マ ー ケ テ ィ ン グ体 系 』
1996年)37ベー ジ、
15)ErdenefKayn傘.M`派8諏gαノ～・fEm・2ρ"漉D6τθ'・ρη～β,♂'、PraegerP}blisher"986.(阿部 真 也
白 石 善 章訳 「マ ー ケ テ ィン グ と経 済 発 展』 ミネル ヴ ァ書 房 、1993年.30ペー ジ〉。
16)同 ヒ書,138-140ペー シ,,
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マ レ ー シ ア 年 問 生 産 量1万5千 トン500グ ラ ム/人3286ド ル/人
人 口1800万人 所 得 はや や 多 い が 半 島 の 地 形 と人 口 の 少 な さ


























































料(マ レーシア)であ り,既述の通 り,経済発展とともに特に風味調味料の伸
びが著 しい。また,東南アジァでは,気候的に食材は腐 りやすいため,自炊す
るよりも新鮮で安 くおい しいテイクアウ トも可能な屋台が発達 してお り,屋
台 ・食堂向けの販売も多い。ほかに加工用販売も存在する。加工用 とは,加工




る市場ではあるが,バ イヤーによる1円2円 の値引きの世界でうまみはあま り








第H節 においては.東 南 アジアにおけるマルチ ドメステ ィックマーケテ ィン
グの分析視角 の一つ として華僑の ネ ットワークにおける前期商 人的性 格の存在
が明 らかにされ た。 第 ㎜節においては,地 理学 の成果 を援 用 して,東 南 ア ジア
におけるマ ルチ ドメステ ィックマーケテ ィングを分析 してみ ることにしたい。
束南 アジアにおいては,い わ ゆるユー ラシア 大陸の国家 とは異 なる国家 を形成
していることが多 く,マ ーケテ ィング活動を行 う場 合で もまず そのことに注意
する必要があ る、東南 アジアの国家 について矢野[1980」は,以 下 の通 りに述
べ ている.「政治 の生 態史観 として,東 南 ア ジアを 「小型家 産性 国家」 と位 置
東南 アジアにおけるマルチ ドメステ ィックマー ケテ ィングの分析視 角(試 論)(219)39
第4図









































4図の通 りであ る。「小型家産制国家」については,河 川の支配を権力の基盤
として,領域支配の観念 と実践に乏 しく,分節的でルースな社会のうえに成立
する,ヒ ンドゥーの王権思想に拠 る小規模 な家産的権力で ①河川 との関係
②権力の特質 ③「分節社会」 ということ ④社会構造のルースさという記述
もある181。そうした中でも 「国家」は成立 した。それは,島 喚部東南アジアと
大陸部東南アジアとして分けられるものであった。






17)矢 野 暢 『東 南 ア ジア 世 界 の 論理 』 中央 公 論 社 、1980年,40ベー ジ.
18)矢 野 暢 『東 南 ア ジ ア世 界 の構 図』NHKブ ッ クス,1984年.85-86ペー ジ、,
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このような区分けは,比較的歴史の古い ものである。「ビルマ人経済学者の
フラ ・ミントは,東南アジアの国家を内向型 と外向型に分ける。内向型 とは,
国内人口が多 く,輸出余力を持たないために,基本的に自給的封鎖経済によっ
て発展 しなければならない国で,ベ トナムや ジャワがこれにあたる。外向型と
は人口が少な く国内市場が狭いために,一次生産物の輸出をはかって発展して
い く国で,大部分の東南アジアの国家がこれにあたる。9～10世紀の東南アジ
アにおいて勃興 したのが,フ ラ・ミントのいう内向型国家 とほぼ重複する。東
南 アジアの国家類型 としての内向型 ・外向型は この時代に始まるとしてよ
い。」191。また内向型国家はやがて領土概念を持 って外向型国家を支配するよう






大 陸部 タイ.ビ ルマ,ラ オス,カ ンボ ジア,ベ トナ ム
島 填部 マ レー シ ア,イ ン ドネ シア,フ ィ リ ピン,シ ンガ ポー ル,ブ ル ネ イ





インド亜大陸と中国大陸とい うふたつの巨大な地塊が衝突 して,そ の接合部 に
ヒマラヤの大山脈が隆起 した、その衝撃は東南方に延び,大海中に三角形の地
19)石 井 米 雄 ・桜井 山躬 雄 『東南 ア ジ アの 形 成』 講 談 社,1985年.100ペー シ、
20)同 上 書,139ペ ー ジ.
東南アジアにおけるマルチドメスティックマーケティングの分析視角(試論)(221)41
塊 を形成 した、 これが東南 アジアの大陸部 と 「アジアの多島海」 とも呼ばれる
ス ンダ陸棚であ るとい う。今 日この地域 には10の独立国が成立 してい る。 ビル
マ,タ イ,カ ンボ ジア,ラ オス,ヴ ェ トナム,マ レー シア,シ ンガポール,イ
ン ドネシア,フ ィリピン,ブ ルネイがそれで ある。 これ らの国 々を総 称 して
「東南 アジア」 と呼ぶ。毎年四月か ら九月の間,イ ン ド洋上 の水蒸気 を一杯 に
は らんだ南西モ ンスー ンが,こ の地塊背骨 に当た る五本の山脈 を襲 う。 十一 月
か ら三月 にか げては,南 シナ海の水分が,東 北モ ンスー ンにの って定期航路 の
よ うにこの地域 に降 りそそ ぐ。その結果,こ の地帯の東西両端 には,年 間を通
じて大量 に雨の降 る熱帯降雨林 が形成 された。そ こは ゴムによって代表 され る
木 の世界であ る。い っぽ う東南 ア ジアの中央部は どうであろ うか。 こ こには雨
期 に想像を絶す る豪雨が降る。 しか しひとたび乾 季が訪れ る と,逆 に砂漠 のよ
うな乾燥がつづ く。 ここはコメが代表す る草の世界で ある。東南 ア ジアに生 き
る三億七千五百万の人々に とって もっとも重要な作物 は水稲で ある。 コメはか
れ らの主食であ り,か つ重 要な輸出品で もあ る。現在東南 アジアの水 田面積 は
約3500万ヘ クター,ル。 これ は世界水 田面積 の約三割 を占める、 その 面積 と生産
量 において,東 南 アジアはまさに世界 の稲作の核心を な してい る。」はP,、また,
オー シマ[1987]は,「ア ジアにお ける雨 と風 の反転 は,世 界最大 の大 陸が暖
ま った り,冷 えた りす ることによって生ず る。 とくに南 をヒマ ラヤ に,西 をバ
ミールに,北 を天 山山脈 に.そ して東を中国の南 西山脈 に画 された,チ ベ ッ ト
を中心 とす る 「広大 なLIl脈と高原」一5000マ イルにもお よぶ山脈 と高原の連
な り一 これが暖 まった り冷えた りす ることによって雨 と風の反転が生ず るの
である。 ……稲 の苗 に穂がつ き,移 植 され た苗が完全 に成育す るには多量 の水
を水 田に集め る必要があ るので,1年 の うち最低3ヶ 月の間は十分な雨がな く
てはならない・ スマ トラや アフリカの一部,お よびラテンアメリカの ように降
水量がず っと多い所 で は,水 田耕作 は不可能であ る。 アジアの稲作 のユニー ク
な特徴 は.ア ジァの全域ではな く,人 口の密集 してい る地域 だけにモ ンスー ン
21)同上書,6-7ベージ、
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風 が吹 くとい う点 にあ るといえるか もしれない。 アジアのモ ンスー ン地域 には,
ゴ
東南アジアのほとんどすべての国と中国の人口密集地域 口本,ス リランカ,





















いなそれ以 ,ヒの労働者が.モ ンスーンアジアの農民と 「満ち溢れる何百万人も
の群衆」を養 う食糧を生産するために必要とされたのである.科学技術の水準
22)ハ リー ・T・ オ ー シマ 『モ ン スー ンア ジア の経 済 発 展 』 勤 草 書房,1987年、21-22ペー ジ。




































「ミンダナオ,ス ル諸島,サ マール局.パ ラワン島など群島南部で同率(筆 者
注小作率)が 低 く,ビサヤ諸島,ル ソン島と北部に行 くにつれて高くなる傾向
を読みとることができる。とくに小作農場面積比率が高いのは,ル ソン島では





それに対応 したイロイロ,カ ピスでの米作展開を特徴 とする。このような基幹
地域で小作率が高いということは,地主的土地所有の比重が生産面ではさらに









25)梅 原 弘 光 『フ ィ ワ ピ ンの 農村 』 古 今書 院,1992年、31-33ペー ジ,,
26〉 同 上 書,12H23ペ ー ジ.
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もかかわらず,米 以外の商品作物が開発されることもなかった。 しか し,「緑










































2の プ ラサー ト・ヤムク リンフ ング,前 掲書.65ペー ジ。
28)チ ャテ ィプ ・ナー トスパー。野rtl耕一 ・末廣 昭共編 訳 『タイ村落経済史』1987年,77-78ペー
ジ。
2の 梅原翼、光 「フィリピン農業発展 における商 人の役割 」(加納啓良編 『東南 ア ジア農村 発展の主
























作れる地域;平 野=モ ンスーンアジアと作れない地域=山 岳,半 島 島喚)を
除外すれば.稲作などの商品作物の収穫期に現金収入が潤沢になる農村部での
30)大崎正 治 『フ ィリピン国 ボン トク村』 農文協.1987年,204-206ページ。
31)堀井健 三 『マ レー シア 村落社 会 とプ ミプ トラ政策1論 創社,1998年.198-216ペー ジ。
32)川越俊 彦 ・諸岡慶昇 ・速見佑次郎 「ジャワの農民 と商人」(速見佑 次郎編 『農業発展 における
市場 メカニズムの再検討」 アジア経済研究所,1988年)。
東南ア ジアにおけるマルチ ドメスティ ックマーケテ ィングの分析視角(試 論)(229)49
第6図 ケ ッペ ンの気 候 区 分
購 餌 、 嘉 所_一弩ノ 、-鷲 一 》惑 ・
EΨ審一勲 講 鴬 認.。 〆ノ,一 』1巨・.・ 、 イ
マーケテ ィング(=東 南 アジアのマルチ ドメステ ィックマーケテ ィング)を 考
える ときの大 きな ヒン トになる と思われ る。
lVお わ り に
本稿では,味 の素社 をケース とした東南 アジアにおけるマルチ ドメステ ィッ
クマー ケテ ィングの分析視角 として,第H節 では華僑 のネ ッ トワー クにおける
前期商人的性格 を,第m節 で は気候区マー ケテ ィングの可能性 として ま とめて
きた。第lV節において は,ま とめを行いたい。ケ イナ ック[1986]は,「経済
発展の類似 の水準 におかれ た国々で は,企 業は類似 のマーケテ ィング活動 を行
う傾向がある と結論で きる。発展の各段階におかれた 国々のあいだでの類似性
が高い とい うことか ら,そ れ らの国 々に製品のマーケテ ィングをお こな う諸企
業 は,標 準 化されたマーケテ ィング実践を行 うことがで きるといえ る。」錦)とし,
経済発展 の類似で ある国で のマ ーケテ ィングの標準化 を主張す る。 しか し.実
33〉Kaynak、01ン`∫ぬ,邦訳IO5ページ。
50(230)第171巻 第3号
際に調べ てい くに当た って,東 南アジアは一つの地域 にまとめ きれるほ ど単一
で はない。ASEANの タイ.イ ン ドネシア,フ ィリ ビン,マ レー シアの4力
国を見 て も,タ イ,マ レー シアは王制が存在 し,宗 教 もタイは仏教 イ ン ドネ
シア,マ レーシアはイスラム教,フ ィリピンはキ リス ト教(カ トリック〉であ






















ただ し石油 ・天然ガス ・錫 ・ボーキサイトのある資源国である
東南アジアは,地形や人口規模をとっても,都市部はともかく農村部はマー





季と乾季の気候の厳しさの違いに起因する手取 り現金収入の相違 と雨季 と乾季
の橋渡しをする華僑の存在と所得格差が補足として必要になろうL、体制の安定
度は,マ レーシア,タ イにおいて高く,イ ンドネシア,マ レーシアは現地人優







ン ドネシア,フ ィリピン,マ レー シアにおいてマーケテ ィングスキルの共有化
は図られ てい ない ことであ り,ヨ コのつ なが りが全 くな く,味 の素杜海外部 に
おいてタテのつ なが りがあ るだけで ある とい うことが論 点 となる。次 に,現 地
適応 化の レベ ルについては製品 はMSG(=味 の素)が メインであ り,都 市部
の風味調味料,ラ ー メ ン,缶 コー ヒーを除 けば現地適応化 が行 われ ているわ け
で はな い とい う点が論 点 とな る。食文化 とのか かわ りについ てい えばMSG
需要可能性 の高い東南 アジアにおいてのみ有効な研 究なのではないのか とい う
論 点があろ う。 また,マ ルチ ドメス ティ ックな商売 は無視で きない利益 を果た
して生むのか という普遍的な論点 も存在 しえよ う。
